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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　
 楽
市
楽
座
　
か
ん
ら

ｉｎ

甘楽の雛祭り
　長岡今朝吉記念ギャラリーをメイン会場に、町

歴史民俗資料館をはじめ、町内の空き店舗など計

１４会場で５月３１日まで、『甘楽の雛祭り』を開催

しています。多くの皆さんから寄贈していただ

いた明治から平成の段飾りを約８０点展示、春の

城下町を彩ります。

　
桜
の
花
も
開
き
は
じ
め
、甘
楽
野
に
も
待
ち
に
待
っ

た
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
甘
楽
町
が
キ
ラ
ッ
と
輝
く
こ
の
季
節
、
町
で
は
３
月

か
ら
第
６
回
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
主
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
、
３
月
　
日
、
楽
山
園
・
中

１９

小
路
周
辺
で『
楽
市
楽
座
　
か
ん
ら
』を
開
催
し
ま

ｉｎ

し
た
。那
須
庵
の
手
打
ち
そ
ば
や
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、ス

イ
ー
ツ
な
ど
の
甘
楽
グ
ル
メ
を
振
る
舞
い
、特
産
品

の
販
売
や
骨
董
市
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ

れ
、多
く
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、那
須
の
獅
子
舞
が
御
殿
前
通
り
を
練
り

歩
き
、か
ん
ら
太
鼓「
楽
鼓
」が
演
奏
を
披
露
。
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
や
か
ん
ら
ち
ゃ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登

場
し
、大
盛
況
で
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

中小路から練り歩く那須の獅子舞一行

ぐんまちゃんとかんらちゃん登場かんら太鼓『楽鼓』

キ
ラ
ッ
と
か
ん
ら

長岡今朝吉記念ギャラリー

にぎわった骨董市やフリーマーケット
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　３月１１日、４月に小学校入学予定の児

童による稚児行列と山車が練り歩きまし

た。翌１２日は神楽を奉納し、北関東一の露

天市でにぎわいました。

　
   笹
森
稲
荷
神
社

春
季
例
大
祭

県指定史跡
　  旧小幡藩武家屋敷

松浦氏屋敷 竣工式

  ３日（水・祝）　稲含神社春季例大祭・山開き

  ３日（水・祝）・４日（木・祝）　タケノコ大名焼（甘楽ふるさと館）

  ～６日（土）まで　那須こいのぼりの里

国
指
定
名
勝
　
楽
山
園

　
    
春
の

茶
会

初めてでも気軽に参加できる茶会

５月のイベントガイド

城下町小幡さくら祭り

「武者行列」、「おいでな祭」

さくらマラソン大会　　　　　 ９日（日）

白倉神社春季例大祭　　　　　 １６日（日）

２日（日）

甘楽さくらウォーク　　　 ８日（土）

４月のイベントガイド

宝積寺菊女観音祭り　　　　　 ２９日（土・祝）

竣工式終了後一般公開された松浦氏屋敷を
見学する皆さん

　
３
月
　
日
、
開
園
か
ら
５
年
を
迎
え
た
楽
山

１９

園
で
は
凌
雲
亭
で
春
の
茶
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

茶
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
織
田
家
が
造
園
し
た

庭
園
で
楽
山
園
の
魅
力
や
日
本
文
化
に
触
れ
、甘

楽
の
春
を
感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
裏
千
家
篠
原
社
中
の
皆
さ
ん
の
薄
茶
と
季
節

の
和
菓
子
を
１
５
５
人
が
味
わ
い
ま
し
た
。

那須こいのぼりの里 ２日（日）～

テープカットをする関係者

　
平
成
　
年
か
ら
復
原
的
整
備
に
よ
り
見
学
を
中
止
し

２６

て
い
た「
松
浦
氏
屋
敷
」の
整
備
が
完
了
し
、３
月
　
日
、

１９

竣
工
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
武
士
の
暮
ら
し
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で

き
る
松
浦
氏
屋
敷
の
開
館
時
間
や
休
館
日
に
つ
い
て
は

楽
山
園
と
同
じ
で
、入
館
料
は
無
料
で
す
。
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一
般
会
計
　

歳
入
（
歳
入
）　
　
　
　

糸

■歳入の特徴

　町税については、企業収益の落ち込みなどにより

法人町民税が減少しますが、個人町民税、固定資産

税、軽自動車税の増額を見込みました。

　また、町税とならんで歳入の根幹である地方交付

税は、リーマンショック後の特別加算も半減となる

ため、減額を見込みました。

５億３，９１０万円町民税（個人）

６，７３３万円町民税（法人）

６億９，５４０万円固定資産税

４，１９８万円軽自動車税

５，９７８万円たばこ税

 町税の主な内訳

１億６，７１５万円　３．３％　

町　税
1４億  ５８７万円

２７.７％

１億６，３５８万円　３．２％　

１億４，６５１万円　２．９％

自主財源…３９.７％ 依存財源…６０.３％

繰
越
金
・
そ
の
他

地方交付税
1５億７,５００万円

３１.０％

町
債

４
億
１
 ０
５
０
万
円
 ８
 １
％
 

.

,

２億７，７３０万円　５．４％　

地方譲与税　６，８００万円　１．３％

国
庫
支
出
金

使
用
・
手
数
料
、分
担
・
負
担
金

県
支
出
金

５５ 億億８８千千４４百万百万円円

諸
収
入

繰
入
金

繰
越
金
・
そ
の
他

１億 ３，２９０万円　２．６％

３
億
９
 ０
６
４
万
円
 ７
 ７
％
 

.

,

地
方
消
費
税
交
付
金
等

地方自治体間の財源の均衡化や

財源保障をするため、国から地

方へ移転される一般財源です。

 地方交付税

のの予予算算 

３
億
４
 ６
５
５
万
円
 ６
 ８
％
 

.

,

～キラッ～キラッとと輝く輝く
まちづくりを目指して　まちづくりを目指して～～

００
旧小幡藩武家屋敷松浦氏屋敷

松浦氏屋敷縁側から眺める庭園
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町政の動き

　甘楽町第５次総合計画「ＫＡＮＲＡプラン・輝き」に基づく施策、地方創生を推進する

町の平成２９年度当初予算が３月議会定例会で可決されました。

　一般会計当初予算額は、総合保健センター建設費や（仮称）甘楽ＰＡスマートＩＣアク

セス道整備事業、旧一中解体工事事業が増額となったことにより、総額５０億８千４百

万円で、前年比２．２％増の予算規模となりました。

　地域の特色や独自性を発揮した地方創生を推進するまちづくりが、現在行われて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。町が「キラッと輝ける」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算編成をこれからも進めて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきます。

一
般
会
計
　

支
出
（
歳
出
）　
          
祉

■歳出の特徴

　主な増額要因は、甘楽町総合保健セ

ンター建設費、旧一中解体工事事業、

消防ポンプ自動車の購入のほか、かん

ら保育園の臨時職員賃金などです。

 公債費

これまでのまちづくりのために借りた町債（借入

金）の元金と利子の返済金です。

返済額と残高   　（単位：万円）

借入金

残　高
返済金額年度

５４億２，７６３４億２，０２１２７

５２億５，７６４４億２，７４３２８

５３億５，９０８３億４，７３２２９

２７年度は決算額

２８年度は決算見込み額

２９年度は当初予算額

２億８，８０７万円　５．７％　

民 生 費

１２億６,７４２万円

２４.９％

衛
生
費

教
育
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費

消
防
費

商工費　１億２，９８０万円　２．５％　

労働費・予備費・災害復旧費　１，００３万円　０．２％　

議会費　７，６８７万円　１．５％　

総
務
費

８
億
１
 １
５
７
万
円
 　
 ０
％

１６

平平成成２２９９年年度度予予算算

地方創地方創生生をを推進推進するする

６
億
７
 ０
８
４
万
円
 　
 ２
％

１３.

,

６
億
　
 ７
８
８
万
円
 　
 ０
％

１２.

４
億
９
 ７
９
９
万
円
 ９
 ８
％

.

,

３
億
７
 ６
２
１
万
円
 ７
 ４
％

.

３
億
４
 ７
３
２
万
円
 ６
 ８
％

.

,

.

 予算の詳細については…  

 予算書は役場ロビーで閲覧
 できます。
 ホームページにも
 掲載していますの
 で、ご覧ください。

■企画課財政係  内線２４３

, ,

公
債
費

福島北防災広場の公衆トイレ
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　 総合保健センター建設事業

Ｂ

Ａ

　福祉センターの改修に伴い、保健センター

の機能を兼ね備え、さらに子育て支援セン

ターと包括支援センターを加えた多世代にわ

たる交流施設として建設します。

平成２９年度に予定されている主な事平成２９年度に予定されている主な事業業
予算額事　業　名

２億６，５３６万円

総合保健センター建設事業
福祉センターと保健センターの機能
を兼ね備えた総合保健センター建設
工事（新規）

５，１３１万円

（仮称）甘楽ＰＡスマートＩＣアクセス
道整備事業
昨年５月に国土交通省より準備段階
調査箇所に決定され、調査を実施

１億　７６６万円
旧一中解体工事事業
校舎および体育館の解体工事（新規）

９，５９６万円
道路新設改良事業
吉田屋敷・菜園線、天王・下平線など整
備工事を実施

３，３１０万円
橋梁維持補修事業
橋梁長寿命化修繕計画により橋梁修繕
の設計・工事を実施

１００万円
少子化対策推進事業
低所得者に対して、結婚に伴う費用の
一部を助成

１，４４８万円

母子保健事業
不妊治療費補助、妊婦検診、未熟児養育
負担金、不育治療費補助（新規）、乳幼
児の育児支援事業を実施

７４２万円
防犯対策事業
防犯灯リース料・電気料・修繕料

２，５１４万円
楽山園運営事業
池のしゅんせつ工事（堆積土除去）、腰掛
茶屋、拾九間長屋の茅葺屋根工事

４，５０４万円
文化会館運営事業
トイレの洋式改修工事のほか、自主事業
を実施

甘楽町まち・ひと・しごと創生総合戦略

予算額事　業　名

１億２，４３２万円

１、元気とにぎわいを生む地域戦略
　観光キャンペーン事業
　創業支援事業
　蚕糸業継承対策事業
　三十三観音周遊観光ルート整備工
　事など

２，８４９万円

２、住みたい、住み続けたい地域戦略
　空き家等対策事業
　まちづくり定住応援金交付事業
　地域おこし協力隊

３億３，７６５万円
３、子育て支援の地域戦略
　ＡＬＴ設置事業
　タブレット端末の導入

３，７５１万円
４、安全安心と個性あふれる地域戦略
　防犯灯ＬＥＤ照明事業
　防災基盤整備事業など　

　旧一中跡地を利活用するため、校舎および
体育館などを解体します。

　 旧一中解体工事事業

町政の動き

Ｃ

　スマートＩＣ開設に向けて、企業誘致を有利に
進められ、雇用の創出、町内企業の振興など住

民および利用者の利便性の向上が図られます。

　 （仮称）甘楽ＰＡスマートＩＣ
　 アクセス道整備事業

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｂ

Ａ
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　消防第２分団第２部（白倉・天引地区）に消防
ポンプ自動車を１台購入し、消防力の強化を図
ります。

　文化財保護の観点から、楽山園内にある池や

建物の維持・保存整備を行い、魅力ある観光地

として情報発信します。

　 楽山園運営事業

水道会計

前年度比予算額区　分

水
道
事
業

４４０２億６，４３０収益的収入

５６０２ 億４，９４０収益的支出

△３，６６３６２７資本的収入

△６，３９３　１ 億　８０７資本的支出

【業務の予定量】

　給水戸数　　　　５，２６９戸

　年間総給水量　１６８．９万トン

　一日平均給水量　４，６２７トン

【主な建設事業など】

　特環関連水道管布設替工事。

　国峰浄水場改修工事。単独配水管布設工事。

　国道改良関連設計業務委託。

　※前年比の差異は起債借入の減少および建

　　設改良費の減少によるものです。

（単位・万円）

特別会計

前年度比予算額会　計　名

　△２，８００１８ 億１，５００国民健康保険事業

１億　２６０１２ 億   ４３０介護保険事業

２，５２０１億８，３５０農業集落排水事業

△２，７２０５億１，１２０公共下水道事業

５２０１億３，０２０後期高齢者医療

７，７８０３８ 億４，４２０合　計

（単位・万円）

　特別会計を運営するために、一般会計か

ら繰出している金額は、合計で６億５５７万円

となっています。

　 防災基盤整備事業

　 子育て支援の地域戦略

　小学校の英語授業の拡充に伴いＡＬＴ（外国語
指導助手）を１名増員します。

Ｆ

Ｇ Ｄ

Ｅ

　町通学路交通安全プログラムで要対策箇所
に位置付けられている吉田屋敷・菜園線の拡幅

工事と歩道整備を実施し、通学時の交通安全対

策を図ります。

　 道路新設改良事業

ＡＬＴ設置事業
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 ■
 『
か
ん
ら
支
え
愛
隊
』に
よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
す
 　
　
■
 健
康
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
２
５
４

　
町
の
高
齢
化
率（
　
歳
以
上
の
人
口

６５

が
占
め
る
割
合
）が
平
成
　
年
　
月
、

２７

１１

　
％
を
超
え
ま
し
た
。

３０　
少
子
高
齢
社
会
が
進
み
、
軽
度
な
生

活
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
ご

当
地
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）が
各
市

町
村
ご
と
に
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
　
年
７
月
よ
り
介
護

２６

度
の
軽
い
人
や
一
人
世
帯
・
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
以
下
、生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
）に
よ

る
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。
現
在
ま
で
に
８
人
の
利
用
者
が
、

週
1
回
、安
否
確
認
と
交
流
を
兼
ね
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
は
、通
称『
か
ん
ら

２９

支
え
愛
隊
』と
し
て
、買
い
物
代
行
以
外

に
軽
度
な
家
事（
※
下
表
参
照
）を
支
援

内
容
に
増
や
し
ま
す
。
実
施
主
体
は
町

で
す
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
事
業
を
委
託
し

ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
地
区
関
係
者
、希
望
者

を
対
象
と
し
た「
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」を
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
　６８

人
は
、
清
掃
業
者
か
ら
ト
イ
レ
や
台
所

の
掃
除
の
コ
ツ
を
伝
授
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
訪
問
介
護
事
業
者
か
ら「
訪
問

の
心
構
え
」に
つ
い
て
、
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
多
く
の
人
の
善
意

と
優
し
さ
で
事
業
が
う
ま
く
機
能
す
る

こ
と
を
願
う
」と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
利
用
希
望
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
詳
し

　
い
問
合
せ
は
、健
康
課
介
護
保
険
係
・

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願

　
い
し
ま
す
。

　
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
、通
称『
か
ん

　
ら
支
え
愛
隊
』を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
察
７
４
・
５
７
０
０
）ま
で
お
願
い

　
し
ま
す
。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
まままままままままままままままままままままままままままままま
でででででででででででででででででででででででででででででで
もももももももももももももももももももももももももももももも

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
でででででででででででででででででででででででででででででで

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
らららららららららららららららららららららららららららららら
しししししししししししししししししししししししししししししし
続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

い
つ
ま
で
も
 住
み
慣
れ
た
地
域
で
 暮
ら
し
続
け
る
た
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ににににににににににににににににににににににににににににににに

費用負担利用回数支 援 内 容対 象 者

１時間２００円原則週１回

・衣類の洗濯、補修

・住居内などの掃除、整理整頓

・その他町が認めた家事

①１人暮らし世帯

②高齢者のみの世帯

（①②は要介護認定者も含む）

③要支援１・２

④事業対象者

※原則６５歳以上

１回１００円週１回生活必需品の買い物

月２００円週１回ゴミ出し

平成２９年４月から増えた『かんら支え愛隊』の支援内容

訪問の注意点を熱心に聞く参加者 トイレ掃除のコツを学ぶ参加者←

～ 生活支援サポーター養成講座 ～
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お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
心
掛

け
し
だ
い
で
、医
療
費
は
節
約
で
き
ま

す
。

　
病
気
や
薬
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

　
丁
寧
に
説
明
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
専
門
医
を
紹

　
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
自
宅
か
ら
近
い
医
療
機
関
を
選
び
ま

　
し
ょ
う
。子
ど
も
が
い
る
場
合
は
小

　
児
科
が
あ
る
と
安
心
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
、ま
ず
は
か

　
か
り
つ
け
医
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
る

　
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
時
間
外
・
休
日
受
診
は
緊
急
時
の
み

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　
私
た
ち
が
医
療
費
の
一
部
を
支
払
う

だ
け
で
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
の
は
、

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
が
そ
の
一
部
を
補
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、保
険
税
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品
質
・
有

効
性
・
安
全
性
は
、新
薬
と
ほ
ぼ
同
等
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
新
薬
に
比
べ
て
安
価
に
作
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、薬
代
の
負
担
も
軽

く
な
り
ま
す
。
薬
剤
師
と
相
談
し
な
が

ら
一
緒
に
選
び
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
は
、『
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
』

を
保
険
証
や
お

薬
手
帳
な
ど
の

余
白
部
分
に
貼

っ
て
お
使
い
く

だ
さ
い
。

 ■
 か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    　
　
 　
　
　
　
　
 ■
 健
康
課
国
保
係
　
内
線
２
５
３

～
買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
利
用
者
さ
ん
と
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
～

　
発
足
当
初
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、買
い
物
に
行
け
な
く
な
っ
て
困
っ

て
い
ま
し
た
が
、と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　
自
分
で
買
い
物
を
す
る
と
余
分
に
購

入
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、何
よ

り
、い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
の

で
嬉
し
い
で
す
。一
人
で
い
た
ら
つ
ま

ら
な
い
の
で
…
。

　
買
い
物
は
広
告
を
見
た
り
、空
き
袋

を
提
示
し
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。４

月
以
降
は
簡
単
な
掃
除
も
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
数
年
間
、仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が

２０
ら「
読
み
聞
か
せ
の
会
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。自
分
が
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
買
い
物
で
あ
れ
ば

自
分
の
空
き
時
間
に
お
手
伝
い
で
き
る

と
思
い
登
録
し
ま
し
た
。

　
不
安
や
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
回
数
を
重
ね
て

い
く
う
ち
に
、一
週
間
が
早
く
過
ぎ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
で
は
お
手
伝

い
で
き
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
生
活
支
援
の
必
要
な
人
た
ち
に
と
っ

て
は
、日
常
の
何
気
な
い
会
話
が
必
要

だ
と
思
い
、毎
回
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
う
ち
は
時

間
を
調
整
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

役場窓口にあります

町政の動き

上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
ななななななななななななななななななななな
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
さささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ののののののののののののののののののののの
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
ををををををををををををををををををををを
持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持

か
か
り
つ
け
医
を
持
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

安
心
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううう

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
ののののののののののののののののののののの
増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

医
療
費
の
増
加
はははははははははははははははははははははは

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
ののののののののののののののののののののの
引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引
ききききききききききききききききききききき
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
げげげげげげげげげげげげげげげげげげげげげ

保
険
税
の
引
き
上
げ
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

使
っ
て
み
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ククククククククククククククククククククク
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品

↑
田
中
さ
ん（
右
）と
上
田
さ
ん

利
用
利
用
者者

田
中

千
代
さ

田
中
 千
代
さ
んん（（
上
野
上
野
））

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ーー

上
田

玉
代
さ

上
田
 玉
代
さ
んん（
善
慶
寺

（
善
慶
寺
））

おしゃべり
できるのが
楽しみです！

←
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  供
用
開
始
区
域
を
告
示
　
             

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
が

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
区
域
内
の
ご
家
庭
で
は
、
排
水
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ
や

台
所
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下
水
道

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

  下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
　
  　
　
 

　
公
共
下
水
道
が
完
成
し
、
処
理
区
域

に
な
る
と
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
の
場

合
は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

し
、
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が

下
水
道
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　
ま
た
現
在
、
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
も
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
す

み
や
か
に
公
共
下
水
道
に
直
結
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で
   

　　　
排
水
設
備
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず「
指
定
工
事
店
」へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。「
指
定
工
事
店
」以
外
の
業
者
が

工
事
を
す
る
こ
と
は
規
則
に
よ
り
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

※「
指
定
工
事
店
」と
は
、
工
事
が
適
正
 

　
に
行
わ
れ
る
よ
う
町
が
指
定
し
指
導

　
を
行
っ
て
い
る
業
者
で
す
。

 ■
 住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
 　
　
　
■
 水
道
課
業
務
係
　
内
線
２
２
１
・
２
２
２

      公公共下水道供用開始区共下水道供用開始区域域 が、

４月１日から３４ ５７ヘクタール広がりました
公共下水道供用開始区域　

　◇大字白倉の一部　　　　　　　　  １１ .６６ ヘクタール

　◇大字金井の一部   　　　　　　　　 ０ .９１ ヘクタール

　◇大字小幡（３区）※一部除く　  　２２ .００ ヘクタール

　指定工事店は町内３７

社、町外７１社が登録してい

ます。

　見積り合わせなどで比

較して選定しましょう。

（下水道の使用できる区域）

　町の火災防災・防犯・行政情報をいち早く受信できます。

　平成２４年１１月２５日から配信を開始し、現在１，９５７人が登録しています。

登録方法は右のＱＲコードに空メールをお送りください。詳細は町ホーム

ページ、町民カレンダーをご覧ください。

甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー甘楽町安全安心メールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
 ＱＲコード 

　　お住まいの地域

　が供用開始区域にな

った皆さんは、お早めに

　　公共下水道に接続

　　　　しましょう！

．
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町政の動き

 ■
 こ
ん
な
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

２０

６０

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
、次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、届
出
は
加
入
時
だ

け
で
な
く
、種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、年
金
が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
、減
額
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
手
帳
を
添
え
て
、忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
歳
以
上
の
学
生
は
、申
請
し
承

２０
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、卒
業
す

る
ま
で
の
間
、保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。申
請
は
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す
。

　
ま
た
、猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、　１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保

険
料
に
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。）

　
な
お
、平
成
　
年
度
に
学
生
納
付

２８

特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶

予
さ
れ
て
い
る
人
で
、平
成
　
年
度

２９

も
在
学
予
定
の
人
に
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が

３
月
末
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

返
送
す
る
だ
け
で
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
　
ま
た
、初
め
て
申
請
す
る
人
や
、学

校
な
ど
に
変
更
が
あ
る
人
、ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た
人

は
、住
民
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　☆
今
年
度
の
承
認
期
間

　
平
成
　
年
４
月
～

２９

　
平
成
　
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

３０

※
申
請
に
つ
い
て
は
最
大
２
年
１
カ

　
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
を

　
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

☆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
年
金
手
帳

　
②
学
生
証
の
写
し（
表
裏
両
方
）、　

　
　
ま
た
は
在
学
証
明
書

　
③
印
か
ん（
認
め
印
）

■
問
合
せ
先
　

・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

察
０
２
７
・
３
２
２
・
４
２
９
９

・
住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

 加
入
種
別
 

◆
第
1
号
被
保
険
者

　
自
営
業
者
や
そ
の
配
偶
者
、学
生
や

無
職
の
人
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

糸
本
人
が
住
民
係
へ
届
出

◆
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
糸
本
人
の
勤
務
す
る
事
業
所
が
届
出

◆
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
糸
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
を
経

　
由
し
て
届
出

 種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
 

◆
第
1
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
す
る
と
第

1
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す（
第
３
号

被
保
険
者
に
な
る
場
合
を
除
く
）。

　
ま
た
、そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た

配
偶
者（
第
３
号
被
保
険
者
）が
い
る
場

合
、そ
の
人
も
第
1
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
第
1
号
被
保
険
者
、第
３
号
被
保
険

者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

と
第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被

扶
養
配
偶
者
に
な
る
場
合
は
第
３
号
被

保
険
者
に
な
り
ま
す
。

※
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
と
国
民
年

　
金
保
険
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
。納
付
が
困
難
な
と
き
に
は
、免
除

　
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

　
で
、住
民
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

察
０
２
７
・
３
２
２
・
４
２
９
９

・
住
民
課
住
民
係
　
内
線
２
６
４

ご
存
じ
で
す
か
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
　
献
 学
生
は
承
認
を
受
け
る
と

            　
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
 献
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▼富岡甘楽衛生施設組合

　組合を組織しているのは富岡市と甘楽町です。

▼業務内容

　し尿処理施設管理事業や水質検査事業、プール管理

事業などです。

■問合せ先　

　富岡甘楽衛生施設組合

　察０２７４－６４－１２４１町の負担金は　２４,９９４千円です

歳　　入　　  　　  （単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

６０.０１６０,０１２分担金・負担金

１３.１３５,０００使用料・手数料

０.３７８０財 産 収 入

２５.５  ６８，０４０繰　　入　　金

０.８２,０００繰　　越　　金

０.３７３８諸　　収　　入

１００.０２６６,５７０合　　計

歳　　出　　  　　　（単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

０.３８５８ 議会費

１１.７３１,０３５ 総務費

８５.０２２６,６７７ 衛生費

３.０８,０００ 予備費

１００.０２６６,５７０合　　計

衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
施
設
）

町政の動き

 ■
 福
島
北
防
災
広
場
を
整
備
　
　
■
 建
設
課
都
市
計
画
係
　
内
線
４
２
１

　
町
で
は
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
し
て

福
島
小
学
校
北
側
に
福
島
北
防
災
広
場
を
整

備
し
、３
月
　
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

１６

　
竣
工
式
に
は
町
関
係
者
や
福
島
地
区
の
区

長
や
組
長
な
ど
約
　
人
が
参
列
し
、防
災
広

５０

場
の
完
成
を
祝
い
、
防
災
機
能
を
備
え
た
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
茂
原
町
長
は「
災
害
は
な
い
に
こ
し
た
こ

と
は
な
い
が
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

こ
の
広
場
が
災
害
時
は
有
効
に
活
用
さ
れ
、

普
段
は
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
に
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。　

　　　　
福
島
北
防
災
広
場
は
、平
常
時
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、

防
災
教
育
な
ど
多
目
的
に
利
用
し
て
も
ら
い

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難

場
所
と
な
る
ほ
か
、大
規
模
避
難
場
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
福
島
小
学
校
の
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
と
し
て
、支
援
物
資
の
搬
入
場
所
と
な

る
な
ど
、防
災
広
場
と
公
園
的
要
素
を
兼
ね

備
え
た
施
設
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

災災
害害
時時
のの

避避
難難
場場
所所

平平
常常
時時
はは

憩憩
いい
のの
場場
とと
しし
てて
活活
用用

竣工式

飲料水が作られる造水・浄水装置の
仕組みを見学する参列者

←
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■問合せ先　

　富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合　察０２７４－６２－５２６１

町の分担金・負担金は２５８,４８９千円

▼富岡甘楽広域市町村圏

振興整備組合

　組合を組織しているのは富

岡市・下仁田町・南牧村・甘楽

町です。事務所は、富岡市富岡

２４８６番地７

▼業務内容（共同処理）

　主に消防組織法と消防法で

定める市町村の消防事務、看護

師養成所（富岡看護専門学校）

の設置と管理事務、救急医療

対策事業に関する事務です。

富
岡
消
防
署

甘
楽
分
署

▼町が所属する一部事務組合の予算をお知らせします

歳　　入　　  　　  （単位：千円、％）

構成比予算額科　　目

９１.６１,５１６,３４９分担金・負担金

２.３３７,５４７使用料・手数料

０.０４２５県 支 出 金

１.１  １８,６００繰　　越　　金

０.６８,９１２諸　　収　　入

４.４７３,２００組　　合　　債

１００.０１,６５５,０３３合　　計

歳　　出　   （単位：千円、％）

構成比予算額科　目

０.０８２０議 会 費

３.８６２,５６３総 務 費

６.２  １０２,５５０衛 生 費

７７.６１,２８３,６７８消 防 費

６.６１０９,６３２教 育 費

５.２８５,７９０公 債 費

０.６１０,０００予 備 費

１００.０１,６５５,０３３合　計

○
耐
震
性
貯
水
槽
　
１
０
０
ト
ン
１
基

　
・
災
害
時
に
お
け
る
福
島
地
区
住
民
の

　
　
飲
料
水
を
確
保
し
ま
す

　
・
上
信
電
鉄
線
北
側
地
域
に
お
け
る
消

　
　
防
水
利
の
確
保
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す

○
Ｌ
Ｅ
Ｄ
太
陽
電
池
照
明
灯
　
３
基

　
・
災
害
に
よ
り
通
電
が
遮
断
さ
れ
た
場

　
　
合
で
も
照
明
を
確
保
で
き
ま
す

○
太
陽
電
池
時
計
　
１
基

　
・
災
害
に
よ
り
通
電
が
遮
断
さ
れ
た
場

　
　
合
で
も
時
間
の
確
認
が
可
能
に
な
り

　
　
ま
す

○
水
飲
み
施
設
　
１
台

○
収
納
ベ
ン
チ
　
４
基

　
・
災
害
時
に
使
用
す
る
備
品（
か
ま
ど
、

　
　
土
の
う
な
ど
）を
収
納
し
ま
す

○
か
ま
ど
ベ
ン
チ
　
３
基

　
・
平
常
時
は
ベ
ン
チ

　
・
災
害
時
に
お
け
る
避
難
者
へ
の
炊
き

　
　
出
し
な
ど
調
理
の
た
め
の
か
ま
ど
を

　
　
確
保
し
ま
す

○
公
衆
ト
イ
レ

　
・
平
常
時
は
一
般
的
な
公
衆
ト
イ
レ

　
　
男（
小
）２
台
／（
大
）１
台
、女
２
台
、

　
　
身
障
者
用
１
台

○
災
害
用
ト
イ
レ

　
・
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
４
個
所

　
　
　

　
施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

防
災
広

防
災
広
場場

防
災
広
場
便
益
施

防
災
広
場
便
益
施
設設

整備した貯水槽を利用した
地元消防団による放水訓練

簡易トイレは車イス
で入れるものもあり

かまどに変身するベンチ

←



広報かんら　　２９．４．１ 14

　
甘
楽
町
と
初
め
て
出
会
っ
て
か
ら

５
年
の
歳
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
初
め
て
甘
楽
町
に
来
た
の
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
塾
寺
子
屋（
上
野
）が

行
う
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
前
研

修
が
き
っ
か
け
で
し
た
。甘
楽
町
の

た
く
さ
ん
の
方
々
、特
に
し
い
た
け

農
家
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
福
島

原
発
事
故
で
大
変
な
中
、惜
し
げ
も

な
く
栽
培
技
術
や
経
営
方
針
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
ら
の
最
低
限
の
務
め
と
し
て
、

こ
の
地
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
知
識

を
も
と
に
ネ
パ
ー
ル
で
ヒ
ラ
タ
ケ
栽

培
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ

し
て
栽
培
技
術
を
習
得
し
た
若
者
が

村
の
集
ま
り
に
有
望
な
若
手
農
家
と

し
て
出
席
を
要
請
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、女
性
グ
ル
ー
プ
が
一
昨

年
の
大
地
震
で
崩
壊
し
た
家
屋
を
立

て
直
す
資
金
を
稼
ぎ
だ
す
な
ど
、大

小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
実
を
結
び
ま
し

た（
決
し
て
成
功
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
…
）。

　
ネ
パ
ー
ル
で「
お
れ
は
○
○（
土
地

の
名
前
）の
～
だ
！
」と
生
ま
れ
た
土

地
の
名
前
を
誇
り
高
く
口
に
す
る
農

家
さ
ん
ら
と
出
会
い
、そ
の
土
地
に

深
く
根
を
張
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
、胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。そ
れ
も
甘
楽
町
で
の
学
び

が
あ
っ
た
か
ら
築
け
た
関
係
で
す

し
、
何
よ
り
農
村
部
で
の
生
活
経
験

の
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
は
、ネ

パ
ー
ル
の
農
家
さ
ん
と
自
然
相
手
に

身
一
つ
で
生
活
を
営
ん
で
い
る
甘
楽

町
の
農
家
さ
ん
の
姿
が
重
な
る
こ
と

が
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

　
そ
の
衝
撃
は
、今
こ
の
地
に
根
を

張
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
想
い

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
の
自
分
で
す

が
、
精
一
杯
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

|

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
く

|

　「
今
の
自
分
を
つ
き
動
か
す
も
の
」

浅井 広大

町政の動き

 ■
 馬
具
１
点
が
県
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定

■
社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
　
内
線
５
２
３

　
平
成
　
年
３
月
　
日
、西
大
山
遺
跡

２９

１０

か
ら
出
土
し
た
馬
の
口
に
か
ま
せ
る
馬

具
が
、県
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
馬
具
は
、平
成
７
年
度
の
発
掘

調
査
で
、白
倉
地
内
に
所
在
す
る
西
大

山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、朝
鮮
半
島
に
由
来
を
持
つ
と

考
え
ら
れ
る
古
墳
時
代（
５
世
紀
）の
 轡
 

く
つ
わ

で
、こ
の
時
期
の
轡
と
し
て
確
認
で
き
る

確
実
な
も
の
と
し
て
は
県
内
唯
一
で
あ

り
、き
れ
い
な
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

　

　
こ
の
轡
は
、日
本
に
お
け
る
初
現
期

の
形
式
の
馬
具
で
あ
り
、馬
が
 銜
 え
る

く
わ

部
分
の
鉄
棒
は
ね
じ
っ
て
造
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、朝
鮮
半
島
で
製
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
轡
が
馬
の

口
か
ら
ず
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

鏡
板
の
代
わ
り
に
、木
質
の
 鑣
 と
呼
ば

ひ
ょ
う

れ
る
も
の
を
使
用
し
た
、
鑣
轡
と
い
う

種
類
の
轡
で
す
。

　
馬
具
は
現
在
、県
立
歴
史
博
物
館（
高

崎
市
）で
展
示
中（
５
月
　
日
ま
で
）で
、

３１

そ
の
後
、甘
楽
古
代
館（
白
倉
）で
展
示

し
ま
す
。

西
大
山
遺
跡
出
土
馬
具
が
県
重
要
文
化
財
に

に
し
お
お
や
ま
  い
せ
き
 し
ゅ
つ
ど
  ば
 ぐ

県指定重要文化財に指定された馬具

（轡は鉄製で は木質）
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　町では地球温暖化対策の推進、新エネルギーの普及促進を図るため、

住宅用太陽光発電設備を設置した人に、その費用の一部を補助してい

ます。

 補助金額 　１キロワットあたり…２万５千円（上限１０万円）

　　ただし、町内業者施行の場合、１キロワットあたり１万円の加算が

　あります（上限１４万円）

　　なお、申請は電力会社との電力連結完了後になります。
七 執叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

　※詳細はお問合せください。町ホームページにも掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ先　健康課環境係  内線２５１

住宅用太陽光発電設備
　　設置補助金制度をご利用ください

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

vol.９７

・２月号８ページで紹介した、人権擁護委員横山惠子さんの任期を平成２８年１月１日からとお

知らせしましたが、平成２９年１月１日からが正しい任期です。

・３月号５ページ「富岡製糸場を支えた御用石」の出典紹介中、「かたわれの槌音」と掲載しました

が、正しくは「かわたれの卓音」です。

　おわびして訂正させていただきます。

 おわびと訂正 

善意の紹介

◎茂木さと子さん（小幡）

　公共施設で役立ててもらえればと、バラ４５株を

寄付されました。茂木さん宅のバラを長年世話し

てきた加藤康宏さん（秋畑・加藤造園）が、甘楽

町をイメージできるよう植栽整備してくれました。

◎土屋幸美さん（富岡市）

　段飾り雛人形を寄付されました。

　長岡今朝吉記念ギャラリーをメイン会場に

町内１５個所で雛人形展を５月３１日まで開催し

ています。多くの皆さんがご覧ください。
甘楽総合公園噴水施設を再利用し

植栽されたバラ

旧いづみや商店に展示された雛人形



広報かんら　   ２９．４．１ 16

● 身近な情報をお寄せください………総務課行政係　内線２１３・２１４

Ｅ－ｍａｉｌ　ｇｙｏｕｓｅｉ＠ｔｏｗｎ．ｋａｎｒａ．ｌｇ．ｊｐ
町町ののわだわだいい

藤藤ささんんのの１１００００歳歳をを慶慶祝祝佐佐

丹精した作品が並ぶ鉢植展示会

　甘楽町鉢植クラブ（森平毅二会長・会員２９人）

の『早春の鉢植展示会』が２月２４日から２６日ま

で、町文化会館で開かれました。

　展示ホールには２４人の会員が丹精して育て

た鉢植えが約７０点並びました。梅やボケ、色鮮

やかなオレンジ、冬アジサイやスハマソウなど

の鉢植えが、来場者に春の訪れを告げました。

　森平会長は「展示会に合わせて咲かせるため、

風呂場や暖かい部屋に置くなど工夫した作品が

並んでいる」と話されました。同クラブでは月に

１度実技講習を行い、技術を磨きながら四季

折々の鉢植えを楽しんでいます。

植えで感じる植えで感じる春春鉢鉢

佐
藤
さ
ん（
左
）と
茂
原
町
長

　佐藤まさ子さん（大正６年２月２５日生まれ・上野）の１００歳

を祝うため、２月２４日、茂原町長が西毛病院（富岡市）を訪問

し、慶祝状と祝金を手渡しました。

　佐藤さんは富岡市岡本のお生まれで、上野に嫁ぎ、２女に恵

まれました。旦那さんを早くに亡くされてからは、女手ひとつ

で子どもを育て、養蚕と麦を中心に農業に励んできました。

　歯が丈夫で自分の歯が８割は残っているという佐藤さんに

長寿の秘訣を伺うと「好き嫌いなく何でも食べることと、牛乳

を欠かさず飲むこと」と話してくれました。佐藤さんは、足腰

が不自由になったこともあり、今年の１月から西毛病院に入

院し、穏やかな毎日を過ごされています。

アカマツを植える団員

　３月３日、小幡小学校緑の少年団による八幡山植

樹祭が八幡山公園で開かれました。

　生命力の強い松ですが、長い年月の間に厳しい風

雪や病害虫により、枯れてしまった木もありました。

そこで、ふるさとの変わらぬ風景を後世へと引き継

ぎ、未来を創る子どもたちに郷土愛を育んでもらお

うと、植樹祭を町と町教育委員会が実施しました。

　緑の少年団（４・５年生）６５人は、病害虫に強いア

カマツの苗８０本を２人１組で植え、丁寧に土をかけ

ました。

　江川想乃さん（４年）は「松食い虫に負けず大きく

育ってほしい。大きくなったらまた見に来たい」と話

しました。

んなで守ろうふるさとのんなで守ろう ふるさとの森森みみ
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入選者の皆さん。左より斎藤さん、堀口くん、井上くん

イデアと工夫で団イデアと工夫で団結結

揃いのダンスを披露甘楽揃いのダンスを披露 甘楽中中２２年生年生

アア 　甘楽中学校では、楽しく体を動

かしながらリズム感を養おうと、

体育の授業でダンスの練習をして

きました。また、１・２年生は２月

８日に踊らん会の山田久琴代表に

ヒップホップ系のダンスの基礎を

学びました。

　２月２１日、練習の成果を披露す

る２年生によるダンス発表会が同

校体育館で行われました。各クラス

４～５班に分かれて練習を重ねて

きた生徒たちは、振付から衣装、音

響まで自分たちで工夫し、アイドル

グループやお笑いタレントの流行

歌などを完璧に踊り切りました。

　加藤堅斗くんは「３クラスとも

うまくできていた。たくさん練習

した結果だと思う」と感想を話し

ました。

感豊かにのびのびと表感豊かに のびのびと表現現情情

◎童謡作詩コンクール入賞者

 入　選  　　　　　  （敬称略・学年は２８年度）

「小ひつじさん」　　井上海翔　　小幡小２年

「小さなおきゃくさん」  福嶋るい　　新屋小３年

「黒いネコ」　　　　堀口花道　　甘楽中１年

「私と友達」　　　　斎藤瑠七　　甘楽中１年

  佳　作 

「入道雲」　　　　　久保ミチル　福島小３年

「あさがお」　　　　鈴木愛佳　　福島小３年

「太陽」　　　　　　久保花怜　　福島小４年

「童話の国へ行ったなら」

　　　　　　　　　久保ひより　福島小５年

「今日のお空は」　　斎藤千暖　　福島小５年

「耳を澄ませば」　　新井響介　　甘楽中１年

「楽山園」　　　　　井上美咲　　甘楽中１年

「空」　　　　　　　大類百華　　甘楽中１年

「はばたく鳥」　　　久保田凜　　甘楽中１年

「遥か想い」　　　　山田真礼　　甘楽中１年

苦労して覚えた『恋ダンス』をクラス全員で披露する３組

　２月２６日、第２７回甘楽町ふるさとコンサートが町文化会

館で開かれました。昨年の夏休みに町内の小中学生を対象と

した童謡作詩コンクールを開催したところ、３３９点の応募が

あり、入賞作品の発表と表彰式が行われました。

　入選した４人の詩には、かぶらマンドリンクラブ、さくら

コーラス、コールオリーブ、グリーンホーンズオーケストラ

の４団体が曲をつけ発表したほか、各団体の演奏や合唱も披

露されました。

　入選した斎藤瑠七さん（甘楽中１年）は「いつものクラスの

みんなの風景を思い浮かべて作った。入選は驚いたがうれし

い」と話してくれました。

　また、甘楽中吹奏楽部による特別演奏があり、最後には観客

も交え、全員で甘楽中の校歌を歌いました。

入選者は自分の詩がのった歌を舞台上で鑑賞します。
写真は井上くんとコールオリーブ
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　善慶寺地区の有志で構成される善友会（秋本和

夫会長・会員約７０人）は、長年にわたり紅葉山の草

刈りなど整備活動を続け、環境保全に貢献し、

数々の賞を受賞してきました。

　１月２７日、善友会は５０周年記念祝賀会を甘楽

ふるさと館で開きました。会としての発足は昭和４１

年ですが、紅葉山の環境保全活動の歴史はさらに古

く、秋本会長は「当時大人たちの活動を自然なことと

して見てきた会員が奉仕の精神を受け継ぎ、善友会

という組織をつくってくれた。ボランティアという言葉

がない時代から自然なこととして取り組んできた。

日 の々生活に奉仕の心が溶け込んでいるこの地区の

土地柄は、かつての日本全国の村 の々姿だったと思

う。この奉仕の精神のバトンを次世代の子どもたちに

受け継いでいきたい」と思いを話されました。

　善友会では、草刈りのほかにも、 紅葉 などの苗木の
もみじ

植樹や親子炭焼き教室などを実施しています。

いいのの衣衣装装ででいいざざ出出陣陣揃揃

町町ののわだわだいい

友会が発友会が発足足５０５０周年を祝周年を祝うう善善

　４月２日開催の「城下町小幡さくら祭り武者行列」

に、今年もかわいらしい稚児隊が参加します。

　３月６日、町公民館で、町内３幼稚園と保育園の年

中組園児と保護者が、当日着る衣装作成会に参加し

ました。参加した約６０人は、法被に男児はズボン、女

児はスカートを合わせる格好の衣装に、織田家の家

紋形シールや自分好みにカットしたカラフルなシー

ルを貼りつけました。

　完成した衣装を着た園児たちを見て、「かっこい

い！」「かわいい！」などの声が飛び交い、園児たちも

武者行列の参加を楽しみにしていました。

大大会会準準優優勝勝錘錘ああすすななろろＪＪｒｒ県県

県大会準優勝のあすなろジュニア

　２月２６日から３月５日までの２日間、第３５回群

馬県小学生バレーボール新人大会が浜川体育館（高

崎市）ほかで行われ、あすなろジュニア（池田多春監

督）が準優勝しました。

　１回戦から準決勝戦まで１セットも落とさず勝ち進

んだあすなろジュニアでしたが、決勝戦で八幡フレッ

シュに惜敗し、優勝にあと一歩手が届きませんでし

た。篠原歩花主将は「優勝を目指していたので、とても

悔しいです。この悔しさを忘れずに、また感謝の気持ち

を忘れずにこれからも頑張ります」と話していました。

　あすなろジュニアは３月２６日、駒沢体育館（東京

都）で開催された１都６県の代表が対戦する２０１７東

京都小学生バレーボール連盟近県交流大会に群馬県

代表として出場し、健闘しました。

【部員募集】　あすなろジュニアでは部員を募集し
ています。バレーボールを一緒に楽しめる友だちの
見学・体験をお待ちしています。詳しくは、会長三
木までお電話ください。察090-８８１９-３６５０

３月５日に紅葉山で炭出し作業をした善友会の皆さん

完成した衣装を着る園児
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欺被害防止に尽力し表欺被害防止に尽力し表彰彰詐詐

黛さん（右）と高橋刑事部長

　黛  哲夫さん（秋畑）が群馬県警察本部刑事部長賞を受

賞し、３月９日、秋畑出身の高橋千明刑事部長が黛さん宅

を訪問し、感謝状を授与しました。

　黛さんは、３月２日に町文化会館で、甘楽郡内の老人ク

ラブ会長などを一堂に集め、詐欺被害にあわないための

研修会を県内で初めて実施しました。今回の受賞は、黛さ

んが振り込め詐欺などの特殊詐欺の抑止と検挙対策の重

要性の啓発活動に尽力された功績が認められたことによ

るものです。黛さんには今後とも詐欺被害防止啓発の

リーダーとして活躍が期待されます。

つめなおそう家庭のつめなおそう家庭の力力見見
　第１０回かんら家庭の日推進大会（町青少年育成推

進員連絡協議会・町教育委員会主催）が３月５日、町

文化会館で開かれました。これは、生活の基盤であ

り家族の心のよりどころでもある「家庭」の大切さ、

「家庭」の役割のすばらしさをあらためて考えようと

実施するものです。

　町内小中学生を対象とした家庭の日の標語・作文

のコンクールでは、標語７０点、作文４３点の応募が

あり、最優秀賞と優秀賞の表彰式が行われました。

　また、アトラクションと

して踊らん会エアロビック

ｃｌｕｂとかんら太鼓「子楽鼓」

の皆さんによる演技や演奏

が披露されたほか、抽選会

も行われました。

表彰式に出席した最優秀賞受賞者

（左から山田さん、掛川さん、中野さん)

◎「家庭の日」標語・作文コンクール最優秀賞者   （学年は２８年度・敬称略）

 標 語 　「「ねえ、聞いて」　話して広がる　家族の輪」　武田夏帆　福島小６年

　　　 「あたたかい　家族のぬくもり　ほっとする」　山田千聖　甘楽中１年

 作 文 　「大切な言葉」　　　　　　　　　　　　　　　掛川涼羽　福島小６年

　        「家族の笑顔」　　　　　　　　　　　　　　　中野　優　甘楽中２年

わわいいいい子子ひひつつじじがが誕誕生生かか
　甘楽ふるさと農園（上野）のひつじ公園では、２月

中旬から子ひつじが誕生しています。現在は３匹

（雄２匹と雌１匹）の子ひつじが母ひつじと一緒に

飼育小屋の中で飼われ、愛くるしい姿で迎えてくれ

ています。

　ひつじ公園では現在、２３匹のひつじたちが農園利

用者や来園者を楽しませてくれています。

　甘楽ふるさと農園では、農園の利用者を募集

しています。問合せはふるさと農園（察７４・

７４２８）までお願いします。
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年間皆勤おめでとう年間皆勤おめでとう！！９９

全員旧一中生。左から横尾くん、水谷さん、
清水くん、黒澤さん、宮代くん

　３月１３日、甘楽中学校で第１期生１３０人の初めて

の卒業式が行われました。

　甘楽中開校後は、旧一中と旧二中それぞれの生徒

会役員が協力し合い、生徒会活動に取り組んできま

した。式では卒業生を代表して、小澤蓮晟くん（旧一

中）と堀地翔太くん（旧二中）の２人の生徒会長が「こ

れからそれぞれの進路に向けて、新たなスタートを

切ります。この先、どんな壁が立ちはだかろうとも、

諦めることなく、感謝の気持ちを忘れずに、一歩ずつ

前へ進みます」と力強く決意を述べました。

　卒業生は式終了後、在校生に見送られ、別れを惜し

みながら学びやを後にしました。（表紙ページ）

　甘楽中学校卒業という旅立ちを前に、卒業

生を代表して、小学校・中学校を通じた９年間

皆勤者の５人に話を聞きました。

　皆勤の秘訣を尋ねると「休むと勉強と部活

ができないのが嫌で、手洗いうがいに気を

配った」と卓球部の横尾陽輝くん、「平日・休日

とも睡眠時間をたくさんとった」水谷夏穂さ

んと「好き嫌いなく栄養のある食事をとった」

という清水智哉くんはともにソフトテニス

部、陸上部の黒澤柚菜さんは「朝食を必ず食

べ、走って体力をつけた」、「早寝早起きで規則

正しい生活を心掛けた」のは吹奏楽部の宮代

怜明くん。５人とも高校に行っても皆勤を目

指すと笑顔で話してくれました。

　また、中学校３年間の皆勤者は６０人でし

た。

・二中の伝統を受け継ぎ・二中の伝統を受け継ぎ ２２人の生徒会長が答辞人の生徒会長が答辞一一

　これから更に進んでいく高齢化社会では、認知症患

者が増えることが予想されます。町では、できるだけ

若い段階から多くの人に認知症について正しい知識を

持ってもらい、支え合いの輪を広げるため、３月１７日、

甘楽中学校で２年生を対象に「認知症サポーター養成

講座」を開催しました。

　認知症の人と家族の会群馬県支部副代表の島村まつ

代さんを講師に迎え、「認知症を知ろう」と題して、認知

症患者にみられる症状や接し方、介護する家族の大変

さなどについて、お話しをしていただきました。

　吉田  凜さんは「認知症という言葉は知っていたが、

詳しく分かっていなかったので、大変勉強になった。こ

れから役立てたい」とお礼の言葉を述べました。

知知症症をを学学んんでで 地地域域でで見見守守りり認認

町町ののわだわだいい

生徒に認知症の人との接し方について尋ねる島村さん

答辞を述べる堀地くん（左）と小澤くん
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いきいいきいきき
クラクラブブ
活動紹活動紹介介

★

 活動内活動内容容 

　毎週木曜日午前１０時５０分から正午まで、甘楽町体育館（白倉）で、

健康運動指導士資格を有する代表者により、ゆったりとした無理のない

ストレッチから始まり、ボールなどを使った筋力トレーニング、体の歪みの

改善や骨密度・持久力・心肺機能アップなどを目的とした「有酸素ジャ

ザサイズ」を実施。そして所々に脳神経細胞活性プログラムを挟みなが

ら笑顔で動いた後は、リラクゼーションでクールダウン。最後は「健康塾」

で健康の知識力を高めて終了。充実の７０分を過ごしています。

健 康 体健 康 体 操操
◆代表者

　須藤えり子（金井）

◆会員数　３０人

◆設立年

　町事業の一環として

　平成１１年にスタート。

　その後会員の希望に

　より指導者が代表と

　なり継続。

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します

★

★

vol.２１

 クラブの特徴クラブの特徴 

○５０～７０歳代の女性が多いです（腰痛治療のため

　参加の男性１名）。肩こり、腰痛、筋力の衰えに悩

　んでいる人、ロコモ、フレイル、サルコペニアな

　どの予防、健康寿命を延ばしたい人、健康に関す

　る知識を増やしたい人などさまざまです。

○半年間（前期または後期）で２０回以上参加する

　と講師からプレゼントがあります。

○バス旅行やウォーキング、青空ヨガなどを実施。

 住民の皆さんに一住民の皆さんに一言言 

　平均寿命が延びた分、健康寿命との差が大きく

なってきました。子育てや親の介護が終わり、やっ

と自分の人生を、という時に健康な体でないこと

や楽しみを共有し合える友人がいないことはあま

りにも淋しいことです。

　医療や人の手を借りずに、健康で自立した生涯

を過ごすための努力を一緒にしませんか？興味の

ある人は須藤代表（察７４・３５７１）まで、連絡をお願

いします。
ヨガ風ストレッチ体操

 今後の予定・目標な今後の予定・目標などど 

　保険証を使わない健康な体、足、腰、心づくり、医

療費削減、ロコモ、フレイルなどの予防、骨密度

アップやＬＤＬコレステロール低下のほか、生活習

慣病の予防、健康に関する知識を皆で一緒に勉強

し、予防医学を身につけていきます。

　認知症予防も期待できる、と話題の「シナプソロ

ジー」、介護予防「機能改善体操」などを導入し、皆

で楽しみながら健康寿命を延ばしていきたいです。

ボールを使ったトレーニング
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安全

連
載
謂
　
　
   

 き
ら
き
ら
☆
か
ん
ら

　
　
　
　
駐
在
所
だ
よ
り

カ
ル
シ
ウ
ム
の
お
話

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、金
井
駐

在
所
の
七
五
三
木
で
す
。

　
春
に
な
り
、陽
気
も
良
く
な
っ

て
き
た
た
め
、ア
ウ
ト
ド
ア
に
は

最
適
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。富

岡
署
管
内
に
は
妙
義
山
や
荒
船

山
と
い
っ
た
登
山
の
名
所
が
多

数
あ
り
ま
す
。登
山
は
楽
し
い
半

面
、一
歩
間
違
え
れ
ば
命
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
春
山
の
登
山
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
最
近
の
山
岳
遭
難
の
特
徴
は
、

中
高
年
登
山
者
に
よ
る
事
故
の

増
加
で
す
。
特
に
体
力
の
消
耗
に

よ
る
下
山
途
中
の
滑
落
、転
倒
事

故
や
無
理
な
計
画
に
よ
る
疲
労

が
原
因
の
事
故
、
事
前
の
調
査
不

足
に
よ
る
道
迷
い
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
怠
っ
て
の
発
病
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
春
山
と
は
い

え
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
気

温
が
急
激
に
低
く
な
り
、冬
山
と

同
様
に
体
温
の
低
下
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、「
ふ
も
と
は
春
で
も

山
は
冬
」を
念
頭
に
、衣
服
や
装

備
を
準
備
し
て
、安
全
で
楽
し
い

登
山
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
綿
密
な
登
山
計
画
と
十
分
な

装
備
を
準
備
し
、経
験
や
体
力
に

見
合
っ
た
登
山
を
心
掛
け
、天
候

の
急
変
に
は
無
理
す
る
こ
と
な

く
、
勇
気
を
持
っ
て
引
き
返
し
ま

し
ょ
う
。

　
単
独
で
の
登
山
は
危
険
で
す
。

で
き
る
だ
け
、複
数
人
に
よ
る
登

山
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
に
備
え
、登
山
計
画
書

（
登
山
届
）は
必
ず
提
出
し
、
家
族

や
職
場
な
ど
に
は
、
登
山
コ
ー
ス

や
帰
宅
時
間
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

登
山
届
の
提
出
方
法
や
提
出
先

に
つ
い
て
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　８２

春
山
の
遭
難
事
故

防
止
に
つ
い
て

金井駐在所

七五三木 航さん

　
カ
ル
シ
ウ
ム
と
聞
い
て
ま
ず

思
い
浮
か
ぶ
の
は「
骨
」で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。骨
量
は
成
長
期
で

大
き
く
増
加
し
、　
～
　
歳
代

20

30

で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、加
齢
と
と
も

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。骨
粗

し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、成
長
期
に
で
き
る
限
り
骨
量

を
高
め
、　
歳
以
降
は
減
少
を

40

遅
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

こ
で
積
極
的
に
摂
り
た
い
栄
養

素
が
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。カ
ル
シ

ウ
ム
を
摂
取
す
る
と
骨
量
・
骨
密

度
も
高
く
な
る
と
い
う
研
究
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

 

　　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、単
体
で
は
吸

収
率
が
　
％
ほ
ど
で
す
が
、ビ
タ

30

ミ
ン
D
な
ど
と
一
緒
に
摂
取
す

る
こ
と
で
、吸
収
率
が
上
が
り
ま

す
。ビ
タ
ミ
ン
D
は
日
光
を
浴
び

る
こ
と
で
皮
膚
で
も
作
ら
れ
る
の

で
、散
歩
程
度
の
日
光
浴
も
お
す

す
め
で
す
。ま
た
、吸
収
し
た
カ

ル
シ
ウ
ム
が
骨
に
な
る
た
め
に
は

女
性
ホ
ル
モ
ン
や
運
動（
骨
刺

激
）が
必
要
で
す
。閉
経
後
の
女

性
の
骨
量
が
減
る
の
は
、ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、必
要
以
上

の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
た

め
で
す
。適
度
な
運
動
も
骨
を
強

く
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

　　　
群
馬
県
民
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂

取
量
は
、　
歳
代
女
性
を
除
き

70

全
年
代
で
推
奨
量
に
達
し
て
い

な
い
た
め
、積
極
的
に
カ
ル
シ
ウ

ム
を
摂
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。た
だ
し
、サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
で
長
期
間
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂

り
す
ぎ
る
と
、内
臓
の
石
灰
化
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
の

で
、で
き
る
限
り
食
事
か
ら
摂
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

①
乳
製
品

②
大
豆
製
品

③
骨
ま
で
食
べ
ら
れ

　
る
魚
や
桜
え
び

④
野
菜
類

　（
小
松
菜
や

　
チ
ン
ゲ
ン
菜
な
ど
）

　
毎
日
の
食
事
に
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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詳
細
は
健
康
課
保
健
係
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
をを
多多
くく
含含
むむ
食食
品品

カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
のの
吸吸
収収
率率
をを
上上
げげ

骨骨
をを
強強
くく
すす
るる
たた
めめ
にに
はは

骨骨
密密
度度
検検
診診
のの
おお
知知
らら
せせ

加加齢齢にによよるる骨骨量量のの変変化化

積積
極極
的的
にに
カカ
ルル
シシ
ウウ
ムム
をを

摂摂
取取
しし
まま
しし
ょょ
うう



◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていただきます。

◎戸籍の窓に掲載を希望されない人は届出の際に窓口にお申し

出ください。

甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
緯 電話７０－４６６０
死 rarakanra@town.kanra.ｌｇ.jp

ＢＯＯＫ

戸籍
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　２月１６日

～３月１５日届出

（敬称略）

４，８２３
世帯

（＋７）
１３，４０５

人口
（△７）
６，６０２

男
 （△５）
６，８０３

女
  （△２）

２月２８日現在
（前月末比）

 お悔やみ申し上げます 
大字区 届出人年齢氏   名

小　幡１秀　也９１松田 八重子

小　幡３秋　彦６３新井 ゆみ子

小　幡３義　隆９０山田　直枝

善慶寺７英　樹６９髙橋　　章

秋　畑１２達　也８０飯塚　　豊

秋　畑１２聡　志８２井沢　アイ

福　島１７都８９田中 田鶴子

小　川１９稔　育８５松井 三知子

小　川２０-２治　利８９藤巻 千枝子

白　倉２２惠　治７１岡部　千代

天　引２４朝　光９１堀口 文次郎

金　井２６和　成８４守矢　大助

 お誕生おめでとう 
 大字  区  保護者     氏   名 

小　幡１智　史熊井戸  惺絆 
せ な

小　幡２一　馬髙野　まる

善慶寺７雅　之山田  陽菜乃 
ひ な の

小　川１９恭　介吉田　 尚叶 
ひさと

小　川２０-２雄　二鶴田　 道遥 
みちはる

金　井２６賢茂原　 遼成 
りょうせい

おすすめ新刊書

お知らせ

　赤川次郎のファンクラブ
会誌『三毛猫ホームズの事
件簿』に掲載されてきた短
篇を収録。「再出発」、「封印
された贈り物」、「眠れぬ熱
帯夜」など、ミステリーやサ
スペンス、ファンタジーな
どの多彩な物語が楽しめま
す。会員から募集したタイ
トルを元に創作。

招待状
赤川次郎  著

　お母さんにおもちゃをかた
づけなさいと言われたひろき
くん。おもちゃ箱におもちゃ
をどんどん放り込むので、箱
の中はゴチャゴチャです。つ
いにおもちゃたちがけんかを
はじめてしまって…子どもと
いっしょに楽しくかたづける
コツも紹介した絵本です。

おもちゃのかたづけできるかな
深見春夫  作・絵

【 ４月の休館日 】

　３日（月）　１０日（月）　１７日（月）　２４日（月）

　赤ちゃんの時からなかよし
だったゆうちゃんとともちゃ
ん。でも、ともちゃんが引っ
越すことになってしまいまし
た。それを知ったゆうちゃん
は…友情を描いた物語です。

ともだちのひっこし
宮野聡子  作・絵

　ごはんを自分で作っちゃおう！
包丁を使わないで作れるおい
しくてかんたんな料理がいっぱ
い。作り方をわかりやすい写真
で紹介します。おうちの人が
びっくりしちゃうね。

包丁を使わないで作るごはん
寺西恵里子  著

２０１７年

第５９回「こどもの読書週間」

◇標　語　

「小さな本の大きなせかい」

◇期　間　

４月２３日（日）～５月１２日（金）

　ただいま、全国学校図書館協議会選定の第２８回

「よい絵本」を展示・貸出中です。

★

 大字  区  保護者     氏   名 

小　幡３祐　二今井　 柚稀 
ゆずき

前月号の訂正

保護者は祐二さんです。おわびして訂正
します。

あなたの本棚にしてください！★
　本との素敵な出会いが待っているかもしれませ

ん。甘楽町図書館にない本は、

県内各地の図書館からお取り

寄せできます。
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お宅のお子さんを登場させてみませんか。応募

とお問合せは総務課行政係（下に表記）まで。

わが家の

募集中です

アア ルルドドイイ

わが家の

　４月から、かんら保育園の年中組です。

　家ではブロックで車やロボットを作って遊んでい

ます。好きな食べ物は、チョコレートとコーンと

ベーコン。ハンバーガーとウインナーとソーセージ

も大好きなわが家のアイドル。これからも元気で、

丈夫な子に育ってね！

ルルドドイイアア

長岡  凛希  くん （４歳・平成24年５月13日生まれ）
りんき

長岡 栄一さん・さやかさんのお子さん（造石）

～自宅の代わりに御利用できます～

滞在滞在型型セレモニセレモニーー施設施設 セレハイツ富セレハイツ富岡岡

富岡市黒川１００１ -１ 

※※上上記記以以外外のの葬葬儀儀社社ででももごご利利用用可可能能でですす

２４時間

食べる
レストラン

和洋ランチ

　　元気で  ようこそお

花見花見会会プラプランン 

泊まる　
　宿泊

シングル

ダブル

ツウィン

集う

　宴会

案内状・席次・席札

すべてサービス

和洋会席

　４，５００円～
（税別）

全室個室

　イス席

富岡市富岡２４５－１

ＴＥＬ  ０２７４－６４－３６３６

ご法要
法事　お別れの会

１，０００円（税別）

【【例えばこんな使い例えばこんな使い方方】】
・・故人を自宅に安置できな故人を自宅に安置できないい
・家族葬や直葬を行いた・家族葬や直葬を行いたいい
・取り急ぎ病院から搬送した・取り急ぎ病院から搬送したいい

【主な取扱【主な取扱店店】】
おおるい甘楽葬祭おおるい甘楽葬祭  緯緯０２７４０２７４（（７４７４））４６９１４６９１
㈲佐俣葬儀造花店㈲佐俣葬儀造花店  緯緯０２７４０２７４（（７４７４）２６２７）２６２７
葬 儀 の 堀 込葬 儀 の 堀 込 屋屋  緯緯０２７４０２７４（６７（６７）７８８２）７８８２ ㈱セレプランニン㈱セレプランニンググ

緯緯０２７０２７４４（（６４６４））９９００９９００
ｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌｈｔｔｐ://ｃｅｒｅｐｌａａ．．ｃｏｍｃｏｍ

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーＧｏｏ

ベイシア

かかかかかかかかかかぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶらららららららららら聖聖聖聖聖聖聖聖聖聖苑苑苑苑苑苑苑苑苑苑方方方方方方方方方方かぶら聖苑方面面面面面面面面面面面
Ｎ

３３，，８０８０００円円～～

　 宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝積積積積積積積積積積宝積寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺寺のののののののののののししししししししししだだだだだだだだだだれれれれれれれれれれしだれ桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜
見   頃　４月上旬～中旬
　午前９時～午後８時
　夜間はライトアップします

護山料　

甘楽町轟７７４　TEL ７４－２７４３

 ほうしゃくほうしゃくじじ

　 開花状況などお気軽にお問合せください

大人２００円  中学生以下無料

工事中のため一部入れない個所が
あります


